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薬 検 花 子 Ｅ－１
（解答一例）

（１）オフロキサシンやレボフロキサシンなどのニューキノロン

系抗菌薬や、ミノサイクリンなどのテトラサイクリン系抗生物質

を牛乳で服用すると抗菌効果が弱くなる。これは、ニューキノロ

ン系抗菌薬やテトラサイクリン系抗生物質が、牛乳に含まれるカ

ルシウム（Ｃａ）とキレート（キレート錯体）を形成し、吸収が

阻害されるからである。このキレート（キレート錯体）は、カル

シウムのみならず、２価の金属（亜鉛、マグネシウムなど）や３

価の金属（アルミニウムなど）が含まれる食品やサプリメントと

形成する可能性があるので注意を要する。

（２）一部のカルシウム拮抗薬をグレープフルーツジュースと併

用すると、カルシウム拮抗薬の血中濃度が上昇し、（薬が効きす

ぎて）血圧が必要以上に下がることがある。一般的に薬は肝臓に

ある酵素で代謝される。カルシウム拮抗薬も例外ではなく、服用

後、肝臓でカルシウム拮抗薬を代謝する酵素（ＣＹＰ３Ａ４）に

より代謝されるが、グレープフルーツジュースに含まれる物質（フ

ラノクマリン）には、この代謝酵素（ＣＹＰ３Ａ４）を阻害する

働きがあるため、グレープフルーツジュースで飲むとカルシウム
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拮抗薬の代謝が阻害され、薬が長い時間、体内で循環し、必要以

上に強い効果が出てしまう可能性がある。

（３）喫煙している人が、・・・・（以下省略）・・・・。
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